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まえがき 

 

 学校サーバーは、Linux の Debian をベースにした 1CD Linux である Knoppix を独立行政法人産

業技術総合研究所が日本語化したものをカスタマイズして作成したものです。カスタマイズは東北

日本電気ソフトウエア株式会社に委託しました。 

 校内ＬＡＮのルーターの内側のセキュリティの確保されている環境に配置し、クライアントのひとつ

として動作させることにより、生徒の個人情報の保護が十分確保でき、サーバーの持つ各種の機

能を教員や生徒が容易に利用できることにより、本格的に外部インターネットに接続し利用するま

でに十分な訓練ができるようになります。 

「学校サーバー」は 1CD Linux の Knoppix を利用しているため、プログラムがＣＤ上にあり、非常

に堅牢なシステムとなっています。何か動作不良に陥ったときでもリブート（再起動）することにより、

ほとんどの場合回復ができます。 

 

 学校サーバーを使うことにより次のようなことができます。 

 

●メールサーバー 

生徒にメールアドレスを配布し、校内ＬＡＮでメールをお互いに出し合いメールの書き方、メー

ルのモラルを教えるために利用できます。また、メール爆弾などの実際に体験することが困難な

ことも示せます。 

 

●Ｗｅｂサーバー 

生徒一人一人が作成したＷｅｂページの記録場所が確保できるので、学校サーバーに登録す

れば、校内ＬＡＮに接続されているすべてのパソコンから見ることができるようになる。発表したい

ことをまとめて発表する技術や、個人情報の保護、モラルについて教えるために使えます。 

ＣＧＩなどが自由に使え、プロバイダにより制限されているような技術も利用でき、高度なＷｅｂ

技術も使えるようになり、また、ＤＯＳ攻撃、Ｗｅｂクラッシャーなど実際に体験が困難なことも示す

ことができます。 

  学校で利用するためＣＤなどで配布されているＷｅｂ資料を学校サーバーに記録し校内に接続

されている全パソコンで見ることもできます。 

 

●ＦＴＰ，ｓａｍｂａサーバー 

生徒がそれぞれフロッピーなどにファイルを保存し（絵や動画は容量が大きくて保存できない

場合が多い）持ち帰らなくても、ファイルを学校サーバーに保管し次に利用できるようになりま

す。 

 

● 掲示板 

掲示板が１０個用意されており、校内ＬＡＮ内での情報交換に利用するとともに、掲示板の使

い方の指導ができます。また、文字だけでなく画像も貼れる掲示板も用意されています。 

 

●アンケート 

アンケートが 5 個用意されています。投票と同時に集計が行われ、その都度結果を見ることが

出来ます。もちろん、アンケート項目は自由に設定できます。 

 

● チャット 

校内ＬＡＮに接続されたパソコンの間で文字ベースの会話を行うことができる。チャットでのモ

ラルなど使い方を教えるのに有用です。 





目  次 
学校サーバーの体験 .............................................................................................................1 
学校サーバーの本格的な利用のための準備 .........................................................................4 

ハードディスク装置のパーティションの設定 .......................................................................4 
パーティションの作成方法 ...............................................................................................4 
学校サーバー起動時にハードウエア上のパーティションを使っているかどうかの確認 ..........6 
swap 領域を確認  (メニュー）Root Shell を選択し free を実行すると Swap の total サイズが確

認できる ..........................................................................................................................7 
ネットワークの設定 ......................................................................................................9 
クライアントＰＣの設定 ............................................................................................. 11 
学校サーバーのユーザー登録.......................................................................................12 

学校サーバーの機能一覧 ....................................................................................................14 
メール（ウエブメール） の操作 ..................................................................................15 

１．メール送受信を開始する ...........................................................................................15 
２．メールを書いて送る .............................................................................................17 
３．メールを送信します .............................................................................................18 
４．メールを受け取る.................................................................................................19 
５．メールの返事を書く .............................................................................................20 
６．アドレス帳に登録する .........................................................................................22 
７．署名を作成する ....................................................................................................24 
８．複数の相手にメールを送る........................................................................................26 
９．アドレス帳を使ってメールを書く .................................................................................27 
１０．メールを削除する ..................................................................................................29 
１１．メールの送受信（ウェブメーラー）を終了する ..............................................31 

掲示板 .............................................................................................................................32 
画像が貼れるスレッド掲示板 .........................................................................................36 
アンケート ......................................................................................................................40 
チャット..........................................................................................................................43 
ファイルサーバーの操作.................................................................................................45 
１．ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ の場合...............................................................................45 
２．Windows９８/９５ の場合.........................................................................................48 

ホームページ（ウエブページ）の作成と公開 ................................................................52 
１．ファイル転送ソフト(ffftp)の設定方法 ..............................................................52 
２．ファイル転送の方法 .............................................................................................55 

学校サーバーの管理作業 ....................................................................................................57 
（管理作業） アンケート投票項目の設定 ....................................................................57 
（管理作業） 生徒用（student）ＩＤの一括登録 .......................................................59 
（管理作業） メールログ機能の設定 ...........................................................................60 
（管理作業） 生徒用メールアカウント削除 ................................................................62 
（管理作業） 先生（teacher）用ＩＤ登録・削除画面 ................................................64 
（管理作業） チャットのログクリア ...........................................................................66 

運用とカスタマイズ ...........................................................................................................68 
学校のためのサーバー画面の作成（カスタマイズ）......................................................69 
お役立ちミラーサイトの作成 .........................................................................................72 
メールシステムのクライアントについて .......................................................................73 

 





 1 

学校サーバーの体験 
 

普段利用している Windows パソコンを装着されているハードディスクのデータをそのままの状態

で体験することができます。 

 

まず、CDから「学校サーバー」を起動するためBIOSの設定をCDの起動順位をHDより優先順位に

設定する必要があります。 

パソコンのブート（起動）が始まったら、画面の下の方にセットアップ画面を出すかどうかという行が

でてきます。眺めていると消えてしまいますが（事務所にあったパソコンでは２秒というのもありまし

た）、セットアップ画面を出すためにその行で指示しているキー（F2キー、とかDelキーとか）を押下

します。メニューをたどって、起動順序をCDROMを最優先にします。（この学校サーバーの起動体

験が終わってもこのままの起動順序でこれから先も困ることはないと思います。）設定が終わったら

再起動します。 

 

起動が始まる前に、「学校サーバー」のＣＤを読取装置に入れ、ブートし（起動を続け）、そのまま待

つとペンギンのマークに続きゾロゾロといろいろなメッセージが流れ、ＣＤの読み込み速度にもより

ますが、５分程度待ちます（本当はそんなに長くないのかもしれません）と、やがて「学校サーバー」

の画面が出てきます。（パソコンは一部のノートとか最新式のテレビが見えるというもので、起動しな

いものがあることを経験しましたがほとんどのパソコンでうまくいきます。） 

 

起動がすんだら、校内ＬＡＮへの接続です。画面下のツールバーの中から鳥（ペンギン）のマーク

で ｃｏｎｆｉｇ、ネットワークカードの設定 を選びます。 

そして、このパソコンのＩＰアドレスのセットを行います。 

 

 
 

ＤＨＣＰを選択し、ＩＰアドレスを割り付けてもらっても、もちろん構いません。その場合はあとで他の

クライアントパソコンから利用するためにそのアドレスをメモに書きとめておくなどしてください。 

 

本格利用のときを含めて通常はＤＨＣＰを使わず直接種々のアドレスをセットしてください。 
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「DHCP を使わない（No)]を選択し設定を続ける．（以下の IP アドレスは一例です）  

 IP アドレス  192.168.1.11 

 ネットワークマスク  255.255.255.0 

 ブロードキャストアドレス  192.168.1.255 

 デフォルトゲートウェイ  192.168.1.1 

 ネームサーバ  192.168.1.1 

 

 

 

 

「学校サーバー」のセットはこれだけで終わりです。 

 

そして校内ＬＡＮにつながれた他のパソコンでブラウザを起動し、ＵＲＬにhttp://192.168.1.11   

（ＩＰアドレスは例示です）と学校サーバーのアドレスを入力します。このときブラウザのインターネット

オプションで プロキシを使わない にセットします。（通常のLAN内のパソコンの設定ではそのまま

でよいはずです。） 

 

これで、「学校サーバー」のメニューが出て試すことができます 

 

学校サーバーを終了させるには 

一番左の Ｋ マークのプルアップメニューでログアウトをすれば電源を切るプロセスに入り、最後Ｃ

Ｄを抜き去れば、もとのWINDOWSのパソコンに何も残さず戻ります。 

 

 
 



 3 

 
 

ログアウト完了後サーバＰＣのＣＤ－ＲＯＭトレーが自動的に出てきます。 トレーより「学校サーバ

ー」のＣＤ－ＲＯＭを取り出してトレーを格納後、「Enter」を押下すると電源が切れます。 

 

そして、電源を入れ、起動し直せばWindowsが起動します。 
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学校サーバーの本格的な利用のための準備 
  

学校サーバーに使用するパソコンは性能がよければそれに越したことはありません。 

古いので結構ですがＡＴ互換機（ふつうの Windows パソコンがほとんど該当します）を１台用意して

いただくと良いと思います。（もちろん、マルチブートもできますが、ここでは記述しません。） 

目安はこれ以下でも動作すると思いますが、処理装置のスピードは２００メガ、メモリーは１２８メガ以

上あればと思います。装着するハードディスクの容量も大きければ大きいに越したことはありません

が、中規模中学校くらいで４０ギガ程度と検討をつけています。 

ＣＤ読取装置は出来るだけ動作速度の速いものが快適です。 

 

ハードディスク装置のパーティションの設定 
 Windows だけを利用する場合は、１つのハードウエアディスク装置で１つのパーティションがあれ

ば動作しますが、学校サーバーは２つのパーティションが必要です。 

 

１つは ｓｗａｐ というエリアで、メモリーと連結して使用しメモリーを補うための場所です。思い切っ

て1Ｇ（ギガ）～2Ｇ取りましょう。 

もう１つはデータなどを入れる場所で ｖａｒｈｏｍｅ という名前をつけたパーティションが必要です。

ハードウエアディスク装置の残りの全部を割り付けましょう。 

 

 さらに、ＣＤから学校サーバーを起動するのではなく、一旦ハードディスクなどににコピーをとって、

常にはハードディスクなどから起動する方法（運用と・カスタマイズ編を参照）のためには、もうひと

つ、３番目の１Ｇ（ＣＤの分）のパーティションが必要です。 

 

パーティションの作成方法 
 

学校サーバーを起動し、パーティションを設定するツール（QTParted ）により設定します。 
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例えば QTPartedにより設定する内容が次のような場合は、 

    /dev/hda1 1024MB  82 (linux-swap) 

    /dev/hda2 残りGB  83 (ext3) ラベルは varhome  

設定した結果の画面は次のようになります． 

 
 

ここで、いったん設定を継続するため終了処理(一番右のＫボタンのプルアップメニューのログアウ

ト "knoppix") し、再起動します． 
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学校サーバー起動時にハードウエア上のパーティションを使っているかどうかの確認 

再起動して HDD の領域を確認 (メニュー）Root Shell を選択し df を実行すると/dev/hda2 が

/ramdisk/varhome  にマウントされていることが確認できます。 

 

Filesystem 

 1K-ブ

ロック 
 使用  使用可  使用%  マウント位置 

 /dev/root  2471  1157  1314  47%  / 

 

/dev/cdrom 
 670048  670048  0  100%  /cdrom 

 

/dev/cloop 

 

1830098 
 1830098  0  100%  /KNOPPIX 

 /ramdisk  8  0  8  0%  /ramdisk 

 

/dev/hda2 

 

27814104 
 319360

26081828
 2%  /ramdisk/varhome 
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  上記実行例において、下から１行目/dev/hda2 を/ramdisk/varhome にマウントしています。こ

の/ramdisk/varhome へのマウントがある場合はハードディスク装置上のパーティションを利用して

います。/ramdisk/varhome のマウントがない場合はメモリ上のファイルシステムを利用しておりま

す。  knoppix 起動時に、ハードディスク上のパーティションを使っているかどうかは以下のメッセ

ージ・操作で確認することができます。 

  [起動時 GUI が起動するまでに表示されるメッセージで確認] 

 Total memory found: xxxkB のメッセージが出力された後に 

  This system will use /home and /var on hard disk. 

  が出力された場合は、ハードディスク上のパーティションを使っています。 

  Creating /ramdisk (dynamic size=xxxk) on shared memory...  が出力された場合は、メモリ上

のファイルシステムを使っています。 

  後者の場合は、ハードディスク装置にデータを保存することができません。 

上記は学校サーバーの QTperted を使ってパーティションを設定した例ですが、市販のパーティシ

ョンマジックやシステムコマンダなどのソフトを利用する方法もあります。 

また、パーティションを取るだけなら Windows で使った fdisk などが使えます。 

 

swap 領域を確認 

 (メニュー）Root Shell を選択し free を実行すると Swap の total サイズが確認できる 
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   total  used  free  shared  buffers  cached 

 Mem  125680  122636  3044  0  3632  45120

 -/+ buffers/cache  73884  51796  

 Swap  1052216  1968  1050248  
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ネットワークの設定 
 

 

１． ネットワーク管理者からこのパソコンに割り当て可能な（空いている）IP アドレスを割り当ててもら

います。このＩＰアドレスはこれから学校サーバーを運用するときに校内ＬＡＮのなかのパソコン

から参照するものです。 

２．パソコンからネットワークケーブルは抜いておきます。 

３．学校サーバーを立ち上げるため、CD-ROM をセットしてパソコンの電源を入れます。（CD-ROM

起動。） 

４．ネットワーク設定をします（例） 

 （メニュー）KNOPPIX→Network/Internet→ネットワークカードの設定 を選択します。 

 「DHCP を使わない（No）」を選択し、設定を続けます。（以下の IP アドレスは一例です。  

 IP アドレス  192.168.1.11 

 ネットワークマスク  255.255.255.0 

 ブロードキャストアドレス  192.168.1.255 

 デフォルトゲートウェイ  192.168.1.1 

 ネームサーバ  192.168.1.1 

 ５．設定の確認 

  ifconfig を実行すると設定された内容が確認できます。 
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６．パソコンへネットワークケーブルを接続します。 

７．ここまでの作業が終われば学校サーバーとして，メールやクライアントパソコンのブラウザからコ

ンテンツの利用ができるようになります。 

８．終了処理（ログアウト”knoppix” ） 

 電源を常時入れたままでもよいと思いますが，夜間など電源を切る場合は終了処理を正しく実行

します．  電源を直接切断すると，ファイルやハードディスク装置がダメージを受ける場合（ハード

ディスク装置が動作していた場合など）があります。 
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クライアントＰＣの設定 
 

「学校サーバー」をつなげた LAN 内のパソコンであれば何もすることなくそのままで使えると思いま

す。新たに LAN をはじめる場合は以下の準備をします。 

１．固定 IP の場合は IP アドレスを割り当ててもらう。以下は例示です。 

 ホスト IP  192.168.1.101 

 ネットマスク  255.255.255.0 

２．ワークグループの設定 

あらかじめ CD-ROM により学校サーバー側は  workgroup  に設定してあります。 

３．インターネットブラウザの設定 

IE→ツール→インターネットオプション→接続タブ→LAN の設定→詳細 

  「次で始まるアドレスにはプロキシを使用しない」に例示の「192.168.1.11」を 

  追加する方法があります． 

４．ブラウザ(I.E.)で学校サーバーの IP アドレス例えば http://192.168.1.11/ を開き，学校サーバ

ーが正しく動作することを確認できます。 
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学校サーバーのユーザー登録 
 

この学校サーバーの利用者の登録は個々の利用者が自分で登録を行う方法です。 

 

(1) インターネットエクスプロ－ラを起動します。 

(2) 「学校サーバー」のＩＰアドレスを入力します。 

例えば、「学校サーバー」の IP アドレスが“192.168.1.2”の場合は、次のように指定しま

す。 

「http://192.168.1.2/」 

(3) 次の画面が表示されますので、「1.ユーザ ID 登録」をクリックします。 

 

学校サーバー管理メニュー 

 
 

(4) 「ユーザー登録」画面が表示されます。 

 下記画面で、メールアカウントとして登録するユーザー名とパスワードを入力し、「登録」

ボタンをクリックします。 
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(5) 入力したユーザーとパスワードを学校サーバーに登録し、登録したユーザー名とパスワー

ドを次のように表示します。登録内容を確認後、「戻る」ボタンをクリックしてください。（「ユ

ーザー登録」画面に戻ります。） 
 
 

 
 

このユーザー登録が終了すると、学校サーバーにウエブページを作成して校内ＬＡＮに公開す

る場所（学校サーバーのハードディスク装置上）が出来るとともに、学校サーバーを利用してメール

を送受することができるようになります。また、ファイルサーバー（学校サーバー）も使えます。 
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学校サーバーの機能一覧 
  
 下記の図は学校サーバーの機能の階層図でメニューで示す機能がありますが、掲示板やアン

ケートなど複数あるものはその内訳の下の階層があります。 
 このメニューが見えれば、メニューで選択した機能と、各ユーザＩＤごとにウエブページをＬＡＮ内

に公開することと、ファイルサーバーが利用可能になっています。 
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メール（ウエブメール） の操作 
 

メールアドレスは、ユーザＩＤの登録をしたユーザー名に、＠knoippix.cec.jp をドメイン名として

付加したものになります。（これを変更するのには CD ないの設定ファイルを変える必要があります。

我慢して使ってください。） 

 

 

１．メール送受信を開始する 
(1) インターネットエクスプロ－ラを起動します。 

 

(2) KNOPPIX サーバのホームページのアドレスを入力します。 

例えば、KNOPPIX サーバの IP アドレスが“192.168.101.143”の場合は、次のように指

定します。 

「http://192.168.101.143/」 

 

(3) 次の画面が表示されますので、「2.メール（ウェブメール）」をクリックします。 
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ウェブメーラーのログイン画面が表示されます。 
 

 
 

(4) 上記画面で、メールアカウントとして登録したユーザー名とパスワードを入力し、「ログイ

ン」ボタンをクリックします。 
（メールに使用するユーザー、パスワードを登録していない場合は、メインメニューの（ユー

ザＩＤ登録）画面より登録を行ってください。） 
 

(5) 次の画面が表示されます。 
この画面がメールをする場合のメインが画面です。このページからそれぞれメール受信、

送信、アドレス帳の設定等を行います。 
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２．メールを書いて送る 
 

(1)「メール送信」をクリックします。 

 
 
(2) メールの「To（宛先）」「Subject（件名）」「本文」を入力します。 
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３．メールを送信します 
 

(1) 「メールの送信」ボタンをクリックします。 

 
 

(2) メールが送信され、次の画面を表示されます。 

  確認後、この画面を閉じてください。（「×」ボタンをクリックしてください。） 
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４．メールを受け取る 
 
 (1)「リスト更新」をクリックします。 受信メールがある場合、以下のように一覧が表示される。 

 
 
(2) 一覧で読みたいメールの「Subject」をクリックします。 

  2 分割された画面の下に、メールの本文が次のように表示されます。 
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５．メールの返事を書く 
 

(1) 受信メール一覧の「返信」、または「メール本文」下の「返信」をクリックします。 
 

 
 
２）メールの返事を書き、「メールの送信」ボタンをクリックします。 
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(3) メールが送信され、次の画面を表示されます。 

  確認後、この画面を閉じてください。（「×」ボタンをクリックしてください。 
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６．アドレス帳に登録する 
 

(1) 個人設定をクリックします。 
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（２）「個人設定」画面のアドレス帳の欄内に 1 行 1 メールアドレスで記述します。 

（３） 「設定の保存」ボタンをクリックします。 

 

 
 
（４）設定が保存され、次の画面が表示されので、確認後、画面を閉じてください。 
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７．署名を作成する 
 

(1) 「個人設定」をクリックします。 

 
 
(2)「個人設定」画面の署名欄内に署名内容を記述します。 

(3)「設定の保存」ボタンをクリックします。 

 



 25 

(4)設定がサーバに保存され、次の画面が表示されます。 

確認後、画面を閉じてください。 
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８．複数の相手にメールを送る 

 
 (1)「メール送信」をクリックします。 

 
(2) メールの「To（宛先）」「Subject（件名）」「本文」を入力します。複数の相手にメールを送る場合

には、「To（宛先）」に複数メールアドレスを「,（カンマ）」で区切って入力します。そのあとは送るアド

レスが１つの場合と同じです。  
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９．アドレス帳を使ってメールを書く 

 

(1)「アドレス帳」をクリックします。 

 
 
(2) アドレス帳に設定したメールアドレスとチェックボックスの一覧が表示されます。 

メール書く相手のアドレスの「To」（「Cc」「Bcc」）のチェックボックスをチェックします。 

複数の相手にメールを書く場合は、複数チェックしてください。 

(3) 「メール送信フォームへ」ボタンをクリックします。 
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(4)前画面でチェックしたアドレスが「To」「Cc」欄に設定され、「メール送信」画面が表

示されます。 

 
 

以降は、通常の「メール書く」「メールを送る」と同様に行って下さい。
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１０．メールを削除する 

 
(1) 削除したい受信メールの「Check」ボックスをチェックします。 

(2) コマンドのプルダウンメニューより「チェックのあるメールを削除する」を選択し、「実行」ボタン

をクリックします。 

 
 
(3) 確認画面が表示されるので、「OK」ボタンをクリックします。 
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(4)メール削除を行い、受信メール一覧より、チェックをしたメールが削除されます。 
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１１．メールの送受信（ウェブメーラー）を終了する 
 

(1) 「ログアウト」をクリックします。 
 

 
 
 （注）ウェブメーラーを終了する際には、必ず「ログアウト」を行ってください。 

ログアウトされ、次の画面が表示されます。 

再度、ウェブメーラーを利用する場合には、「ログイン画面へ」、メール送受信を終了し、ホームペ

ージに戻る場合には、「ホームページへ」をクリックします。 
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掲示板 
 
投稿方法 
(1) ブラウザを起動します。 

(2)学校サーバーのＩＰアドレス（たとえば http://192.168.101.143）ブラウザのＵＲＬ欄

に入れ、学校サーバーのメニューページを出し、掲示板（テーマ別）を選択する。 

 
 

(3)掲示板(テーマ別)の画面が表示されます。 
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(4)メニュー画面で、何れかの掲示板（この場合は 掃除当番 ）を選択します。この画

面で、必須項目を書き入れて、「投稿する」をクリックします。 
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これで掲示板への投稿が完了しました。 
さて、次の人がこれに返事を書く場合には投稿欄表示の ▲返事 をクリックして投稿画

面を出し、記入して投稿します。 
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これで、投稿が完了しました。 
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画像が貼れるスレッド掲示板 
 

１）画像などのバイナリーファイルを貼り付けることができます。 

添付できるファイルの種類 GIF,JPEG,PNG,TEXT,PDF,MIDI 

最大投稿データ量 １００KB まで 

２）投稿するときの必須項目 「おなまえ」、「メッセージ」 

３）記事は半角カナとタグは使えません。 

４）投稿時に「削除キー」を入れると、次回「削除キー」により削除できます。 

５）投稿記事は５０件までで、それを超えると古い順に自動的に削除されます。 

６）既存の記事に「返信」をすることができます。 

 

では、投稿してみましょう。 

 

７）まず、メニュー画面から、「画像が貼れるスレッド掲示板」を選択します。 
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８）投稿画面に必要事項と貼り付ける画像を参照しています。 
 

 
 
 
９）この画面が出れば投稿は完了しました。 
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１０）次に投稿をしようとこの掲示板を開けます。 
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１１）これで自分が投稿してから、まだ誰も投稿していないことがわかりますが、また何か投稿してみ

ます。 
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アンケート 

 
(1)インターネットエクスプロ－ラを起動します。 

(2)学校サーバーのアドレス（IP アドレスが“192.168.101.141”の場合は、http://192.168.101.141）

を入力します。 

(3)次の画面が表示されますので、「5.アンケート」をクリックします。 
  

 
 
 

 
(4)アンケートの画面が表示されるたら例としてここでは“アンケート例１”を選択します。 
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 (5)次の画面が表示されるので、この画面で、「項目選択」で投票したい項目を設定し、「回答す

る」をクリックします。コメントを設定することも可能です。 

 

 
 
(6)次の画面が表示されます。「一覧にもどる」をクリックします。 
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(7)投票したところに自分の投票内容が反映されていることを確認してください。 
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チャット 
 
(1) ブラウザを起動し、ＵＲＬの欄に学校サーバーのＩＰアドレス（IP アドレスが“192.168.101.143”

の場合は、http://192.168.101.143）を入れ、学校サーバーのメニューを出し、「6.チャット」を選択

します。 

 

  
 

(2) チャットの部屋選択画面が表示されるので、チャットの部屋を選択します。 
 

 
 
 
(3)上記画面で、何れかのリンクをクリックします。 

（本説明書では「学校行事について」をクリックします。） 
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(4)次の画面が表示されます。 
この画面で、「おなまえ」に自分の名前を設定して、「入室する」をクリックします。名前

は必ずしも本名である必要はありません。 

 
 
(5)入室すると次の画面が表示されます。「発言」に自分の発言したいコメントを設定して、「発言／

リロード」をクリックして発言します。 

 
 
(6)退室したい場合は、「退室する」をクリックします。退室すると次の画面が表示されます。 
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ファイルサーバーの操作 
 
１．ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ の場合 
 
「スタート」をクリックしてスタートメニューを表示する。「マイネットワーク」をクリックする。 
 

 
 
Knoppix-Knoppix server (Samba3.0.2-Debian)(Knoppix)をダブルクリックする。 
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Knoppix をダブルクリックする。 
 

 
 
Public_html をダブルクリックする。 
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Public_html の中身が表示されます。 
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２．Windows９８/９５ の場合 
 
デスクトップのネットワークコンピュータをクリックします。 

 
 
ネットワークに繋がっているコンピュータが表示されます。 
ネットワーク全体の地球儀をクリックします。 
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ドメインが出てきましたが、ファイルサーバーは Workgurup に属しています。 
 

 
 
それをクリックするとＫｎｏｐｐｉｘが現れました。 
これをクリックして続行します。 
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このフォルダの中に共用のフォルダが入っています。 
 

 
 
この中の Desktop はサーバーの画面でこれに書くと（書けないようにしてありますが）サーバーの画

面に見えてしまいます。Tmp は一時的な記憶ファイルで一日で無くなってしまいます。（これも書け

ないようにしてあります。） 
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ようやくたどり着きましたが  ｐｕｂｉｃ＿ｈｔｍｌ がフォルダやファイルを入れておくフォルダです。 こ

の中のフォルダやファイルはＬＡＮのパソコンから自由に取り出せます。 
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ホームページ（ウエブページ）の作成と公開 
 

ユーザーＩＤを登録したすべての者に、学校サーバーの中（例では http://192.168.101.161/~cec）

に Ｐｕｂｌｉｃ＿ｈｔｍｌ というフォルダが作成されています。そのフォルダの中にクライアントパソコン

で作成したホームページ(index.html を含む HTML ファイル)をファイル転送ソフトを使ってアップロ

ードすれば、校内ＬＡＮに接続された他のパソコンのブラウザで http://192.168.101.161/~cec と指

定すれば cec さんのホームページが見られるようになります。 

 

ホームページの作成は NOTEPAD を使って記号も入力して作ってもよいのですが、ＷＯＲＤなどで

作成し、保存のときにｈｔｍｌ形式で保存すれば簡単に作成することが出来ます。 

また、いろいろなフリーソフトもありますし、ホームページビルダーやフロントページなどの専門のソ

フトもあります。 

出来上がったホームページをファイル転送ソフトを使って学校サーバーの中に転送します。 

専門ソフトではファイル転送（FTP）も出来ますが、ここでは、フリーソフトの ffftp を例にします。 

 

 

１．ファイル転送ソフト(ffftp)の設定方法 
はじめにファイル転送ソフト(ffftp)をインストールしたあと転送のための設定を行います． 
 

 
ネットワーク環境に合わせて設定します． 
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デフォルトのままです．  

 
デフォルトのままです． 

 
デフォルトのままです． 
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（パーミッション）の設定をしておく。 

 
デフォルトのままです． 
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２．ファイル転送の方法 
 

 
 
いま設定したサーバーを選択します． 

すでに cec というユーザが学校サーバー(192.168.101.161)に登録されているものとすると次の画面

が表示されます． 

学校サーバーのホームディレクトリ(/home/cec/)の場所にホームページを保存するディレクトリ（フ

ォルダ）である public_html が見えたらそれをダブルクリックします． 

public_html というフォルダはユーザーcec が登録されたときに自動的に作られています． 

public_html の中に documents のフォルダがすでに作られていますがこれはサーバー側のウィンドウ

を右クリックして「フォルダー作成」を選択しフォルダー名を指定すれば自分で作ることができます． 
 

 
 
バイナリ転送モードに設定したら Index.htm ファイルをチェックしてアップロードアイコンをクリックす

ると右側のサーバーの内容を示すウィンドウに index.htm が転送されます． 
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ファイル転送ソフト(ffftp)を終了します． 
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学校サーバーの管理作業 
 

 

（管理作業） アンケート投票項目の設定 
 
(1)「管理用」にパスワード cec を設定し「管理用」をクリックします。 

(2)画面を操作してアンケートの内容を修正し、「戻る」をクリックすると修正されたイメージが表示さ

れます。 
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(4) 修正された内容を確認します。 
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（管理作業） 生徒用（student）ＩＤの一括登録 
 

学校サーバーの cec ユーザーのウエブページが管理用画面です。例えば、学校サーバーの

IP アドレスが「192.168.101.143」の場合は、次のように指定します。 

http://192.168.101.142/~cec 

   「～」はチルダーまたは 波ダッシュと読み、キーボード入力は「Shift」 + 「＾」を押下します。 

 

(1) 次の画面が表示されますので、「１．生徒用（student）ＩＤの一括登録」を選択します。 

登録するユーザー名とパスワードを格納しているファイルを指定し、「登録」ボタン

をクリックします。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メールアカウントの一括登録で利用するファイルの作成例は以下の通りです。 
student1 passwd1 
student2 passwd2 

 
入力したユーザー名とパ

スワードの登録結果は、次

のように表示されます。 
登録内容を確認後、「戻る」

ボタンをクリックしてくだ

さい。 
（「メールアカウントの一

括登録」画面に戻ります。） 
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（管理作業） メールログ機能の設定 
 
学校サーバーの cec ユーザーのウエブページが管理用画面です。例えば、学校サーバーの IP ア

ドレスが“192.168.101.143”の場合は、次のように指定します。    http://192.168.101.142/~cec 

 

次の画面が表示されますので、「2.メールログの機能」をクリックします。 
 

 
 
「メールログ機能の設定」画面が表示されます。 
下記画面で、登録するメール転送先のメールアカウントを指定し、「登録」ボタンをクリックします。 
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入力したユーザーを学校サーバに登録し、登録したユーザー名を次のように表示します。 
登録内容を確認後、「戻る」ボタンをクリックしてください。 
（「メールアカウントの一括登録」画面に戻ります。） 
 

 
 

この操作を行った後に、登録したユーザーが学校サーバーを使って送受信した全てのメールを

受信することができます。生徒が好ましくない内容のメールを送信した場合は、その問題点を指摘

することができます。 
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（管理作業） 生徒用メールアカウント削除 
 

(1) 生徒用のＩＤは一括削除になります。管理メニューから生徒用（ｓｔｕｄｅｎｔ）ＩＤの一括削除

を選択します。 
 

 
 
 
生徒用ＩＤの一括削除 

 



 63 
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（管理作業） 先生（teacher）用ＩＤ登録・削除画面 
 

 先生用 ID と生徒用 ID の違いは「生徒用 ID の一括削除」で削除されないパーマネントユー

ザーということです。 

この先生用 ID を Web コンテンツのユーザーID に使い、Web コンテンツを登録します。（すで

に、cec,sample・・・などはシステムで使っています。） 

ただし、生徒用 ID と先生用 ID を含めて同じものがあると駄目です。 
 

 
 
先生用 ID の登録画面 
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先生用 ID の削除画面 
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（管理作業） チャットのログクリア 
 

 
 
管理メニューからチャットのログクリアを選びます。 
次ぎに現れた画面で対応の所にﾚ点を入れます。 
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実行結果の次画面が表示されます。 
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運用とカスタマイズ 

 

システムレジデンスをメモリーやハードウエアディスクに 

ＫＮＯＰＰＩＸをインストールするときのブート画面（プロンプト boot: ）が出たとき、適当なチートコ

ードを入力することによりメモリーやハードウエアディスクに一旦ＣＤのコピーをとりそこから起動する

方法がとれます。この方法によりＣＤからシステムを起動したくない場合やシステムをメモリーやハ

ードディスクに記録してプログラムの呼び出しスピードを上げたい場合に対応できます。この場合は

ＣＤを取り外してしまって、他のＣＤの利用に開放できます。 

 

1) KNOPPIX toram 

パソコンの主メモリーが十分大きく１Ｇ（ギガ）バイトあれば、メインメモリーにインストールし、プログラ

ムをＣＤから取り込むのではなく、メモリーだけで実行できるようになります。 

２） ＫＮＯＰＰＩＸ ｔｏｈｄ＝/dev/hda3   (dev/hda3 はインストール用のパーティション) 

ハードディスクにとられた１Ｇ程度のパーティションを指定してシステムをインストールし、実行すると

きにそのパーティションにあるシステムから実行できるようになります。 

３） ＫＮＯＰＰＩＸ fromhd＝/dev/hda3  (＝/dev/hda3 はインストールしたパーティションですが、

書かなくてもなくても探し出してくれるようです) 

初回は上記２）のように行うが、２回目以降は fromhd と指定することによりブートのためだけにＣＤ

をつかえばよいようになります。ブート用のフロッピーでもうまくいきます。 
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学校のためのサーバー画面の作成（カスタマイズ） 

 
学校サーバーは数種ずつ用意してある掲示板やアンケート、チャットについて ~sample で分け

ていますが、これを学校サーバーの画面から直接分岐することができます。 

作例とその中で使う学校サーバーのアンケートや掲示板のアンカーについて整理します。 

 

まず、利用方法は学校サーバーのホームページとして、 たとえば~myschool ユーザーを登録

します。 

その結果、myschool ユーザーの中に public_html フォルダができるので、この中に学校サーバ

ーのアンカーのついたホームページ（index.html を含む）をＦＴＰで転送すれば完成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意 必要がなければアンカーは全部使う必要ありません。必要な機能の分だけ使えばよいこと

になります。 

 

そうすれば、ＬＡＮの中の他のパソコンからブラウザで    http://192.168.101.143/~myschool  

を指定してみることができるようになります。 

作例を付してあるので、参考にしてください。 

機能 アンカー 
ユーザー登録  /user/useradd.html 
Ｗｅｂメール  /cgi/login.pl 
掲示板１ /user/ontmini1/ontmini.cgi
掲示板２ /user/ontmini2/ontmini.cgi
掲示板３ /user/ontmini3/ontmini.cgi
掲示板４ /user/ontmini4/ontmini.cgi
掲示板５ /user/ontmini5/ontmini.cgi
掲示板６ /user/ontmini6/ontmini.cgi
掲示板７ /user/ontmini7/ontmini.cgi
掲示板８ /user/ontmini8/ontmini.cgi
掲示板９ /user/ontmini9/ontmini.cgi
掲示板１０ /user/ontminia/ontmini.cgi
画像が貼れる掲示板 /user/joyful/joyful.cgi 
アンケート１ /user/enqn1/msgenq.cgi 
アンケート２ /user/enqn2/msgenq.cgi 
アンケート３ /user/enqn3/msgenq.cgi 
アンケート４ /user/enqn4/msgenq.cgi 
アンケート５ /user/enqn5/msgenq.cgi 
チャット１ /user/chat1/index.html 
チャット２ /user/chat2/index.html 
チャット３ /user/chat3/index.html 
チャット４ /user/chat4/index.html 
チャット５ /user/chat5/index.html 
ユーザーＩＤ一括登録 /~cec/acnt/index.html 
メールログ機能 /user/maillog_rd.cgi 
チャットのログクリア /~cec/clear.html 
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作例 赤星小学校 
 

 
 
ソースコード 

 

<html> 

<head> 

<title>赤星小学校</title> 

<略> 
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</head> 

<body   略 > 

<略 > 

<span class="style1">みんな ガンバレ 赤星小学校</span><br> 

<略> 

<img src="ak.gif" width="160" height="160"> 

<br> 

<a href="/user/ontmini1/ontmini.cgi">学校からのお知らせ</a><br> 

<br> 

<img src="eq.gif" width="28" height="32"> <a href="/user/enqn1/msgenq.cgi">４年

生のアンケート</a></div></td> 

          <td width="33%"><div align="left"><img src="eq.gif" width="28" 

height="32"> <a href="/user/enqn2/msgenq.cgi">５年生のアンケート

</a></div></td> 

          <td width="33%"><div align="left"><img src="eq.gif" width="28" 

height="32"> <a href="/user/enqn3/msgenq.cgi">６年生のアンケート

</a></div></td> 

        <略> 

          <td valign="middle" align="left"><img src="y.gif" width="15" 

height="15"> <a href="/user/ontmini2/ontmini.cgi">４年生の部屋</a><br> 

            <br> 

            <img src="y.gif" width="15" height="15"> <a 

href="/user/ontmini3/ontmini.cgi">５年生の部屋</a><br> 

            <br> 

            <img src="y.gif" width="15" height="15"> <a 

href="/user/ontmini4/ontmini.cgi">６年生の部屋</a><br> 

            <br> 

            <img src="y.gif" width="15" height="15"> <a 

href="/user/ontmini5/ontmini.cgi">お悩み相談室</a><br> 

   <br> 

            <img src="y.gif" width="15" height="15"> <a 

href="/user/joyful/joyful.cgi">画像ペタリコ掲示板</a><br>             

            </td> 

        </tr> 

  <tr> 

          <td width="100" valign="middle"><div align="left"><br> 

                <img src="sf.gif" width="86" height="58"></div></td> 

          <td valign="middle" align="left"><br>            <br> 

<img src="y.gif" width="15" height="15"> <a href="/user/chat1/index.html">みんな

のチャットルーム</a></td> 

        </tr> 

      <略></body></html> 
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お役立ちミラーサイトの作成 

 
大勢で見ようとして手に入れたＣＤや、自由にダウンロードして見てくださいというウエブページ

があれば、そのページを ファイル転送（ｆｆｆｔｐ） などのプログラムを使い、 学校サーバーに先生

用ＩＤでユーザーを作り、アップロードすればＬＡＮ内で自由に閲覧できるようになります。 

ｆｆｆｔｐの例では左側に指定するファイルをＣＤなり、ダウンロードしたファイルにすればよいことに

なります。 
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メールシステムのクライアントについて 
 

学校でメールを使うときに、児童・生徒が一つのコンピュータを常に占有できるような環境に現在

はありません。ところがメールは全く個人的な情報なので使い終わったコンピュータに残すのも気

になることがあります。 

そこで、私ども（ＣＥＣ）は１フロッピーメーラー（ｎＰＯＰ：フリーソフトでダウンロードして使う）の利

用を提案します。もちろん、他の１フロッピーメーラーがありますし、お金があればＵＳＢメモリーのも

のも使えます。 

児童・生徒はフロッピーを任意のコンピュータに投入することにより自分自身のメールクライアント

を立ち上げることが出来ます。メールを終了するときにフロッピーを抜き去れば自分のメールの設

定環境が保存でき、後のコンピュータには、児童・生徒のメールに関するものは何も残らない方法

が取れます。 

もちろん、これを使わないでウエブメーラーを使う方法もあります。 

 

ではｎＰＯＰについて 

 メールソフト（ｎＰＯＰ）の利用と設定法 

 フロッピーからｎＰＯＰをインストールすると次のような画面になります。 

 

 ｎＰＯＰという封筒のマークを開きます。メールソフトｎPOP を初めて起動した時，「アカウント」の

「設定」でメールの利用環境にあわせて次の手順で初期設定をします。設定例は１９２．１６８．１０１．

１５２が「学校サーバー」のＩＰアドレスの場合です。 

（重要） メールアドレスのドメインは＠ｋｎｏｐｐｉｘ．ｃｅｃ．ｊｐで固定です。 
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これで初期設定は終わりです。 
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２． メールを送信する． 

２－１．まず，上のほうにある∇タブのついたウィンドウの中に自分のアカウントがあると思います。 

 

２－３．右の封筒のマークをクリックして宛先と件名を入力します．ここで、ＣｃやＢｃｃと添付ファイルなど

の指定ができます

。 

 



 78 

２－２．「メッセージの作成」のウィンドウが出て署名がもう入っています。ここに本文を書き込みます。 

 

２－３ ２つの封筒のマークの右は「すぐ送る」、左は「後で送る」になっています。 「直ちに送信」の

アイコンを右クリックします。送信されると「送信箱」の内容が表示されます。 
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3. メールを受信する． 

右の黄色の封筒をつついてみます。 

 

ポストをクリックします。 

 

メールをダブルクリックして表示します。 
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４． メールをメールサーバーから削除する方法． 

  読み込んだ後もそのまま「学校サーバー」にはメールが保存されています． 「学校サーバー」

からメールを削除するには次の手順を実行します． 

 

４－１．削除したいメールをクリックして選びます． 

  一件ずつは「Ｃｔｒｌ」キーを押しながら，範囲をまとめて指定するには 「Ｓｈｉｆｔ」キーを押しながら

クリックします． 

 

４－２．削除したいメールのところで 「メール(M)」 または、「右クリック」して表示される子ウィンドウ

の中の「削除用にマーク」をクリックします． 
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４－３．「送受信(S)」の中の「メークしたものを実行」をクリックします． 「サーバーから削除されるメ

ール…」が表示されたら「はい」をクリックすればサーバーからメールが削除されます．  

 

 

 
５．アドレス帳を編集する方法 

 

１．ｎPOPが起動されたて、「ファイル（Ｆ）」の「アドレス帳（Ａ）」で追加，編集， 

  削除ができます。データは１件１行になっています。 
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追加で記入します 

 
 
アドレス帳に次々と追加できます。 

 
 
ここで 「メールを書く」 をクリックすると ２．メールを送信する の２－３．右の

封筒のマークをクリックして宛先と件名を入力します．に続けることができます。 
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